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近代　登　山　葺.め

日本アルプスは飛寵山脈のこと
､､壌･3.へ　　　　　　今日､日本北アル

蓋者､昭和31年8月白馬頂上にて

初登頂よリ52年目第13回登山

ブスとよばれる山脈

は､ナウマン氏､原

田博士によって飛騨

山脈と名づけられた

もので､山麓の信州

では一般に西獄と呼

び､普通人の驚らぬ

山､登ってはならな

い山､もし登山する

ものがあれば､嶽荒

れがLtl幻才をまね

くという迷信があった｡古くから日本の高山にに富士を

はじめとして祭神があった｡飛騨山脈には槍ヶ岳に播竜

上人が′ト詞を祭った外には､それより北-日本海に没す

るまで祭神や"登山路などがなかった｡

白馬岳は大蓮華山の別名

白馬岳の都痢よ春､小蓮華(天日岳)の下に田/(とを

かく馬形が残雪の間に現われるので起った名称で､白馬

は代馬のふて字t･)､われてきている｡今日-クバ山と

呼ぶ人があるが全然無慧藩である｡もともとこの山は昔

から地理薯､その他には大蓮華山といあれてきた｡

私は博物宙のほかに地誌科弛文科の有資格者で地理稗の

教授もしていたから､地理の参考書などは当時六万よん

でいたが､白馬岳の名を知ったのは､蔓草に赴任してか

らのことであった｡当事､唯一の登山参考とした豊富務

省40万分ノ1の地形図には白馬岳の名縮まなかった｡明

治23年発行の10万分ノ1倍濃全図には信州蘭越の境(30

41m)のところに蓮聾山と白馬岳とが-I軸則こ記入され

また､日本山岳史に,.主蓮華山C朝日岳大蓮華山) I.崇高1

万35尺､白馬岳(蓮華山の一條)標高9682尺とあるが､

実際には天蓮華に麦峰､まな",､｡ウエストン氏の｢日本ア

ルプス｣にも明治27年､越笈方面から登って犬蓮華山と

話しである｡拙著｢やま｣には越中方面で-I.-)･-蓮華山､

信州方面では白馬山というと記してお'-,､た｡古へ7.-i-jt遊

撃と呼び近年になって信州刺から多く登山するので白馬

岳とよばれるようになった0

55年前の白馬登山(明治27年)

明治36年､仙台から長野中学校へ赴任後地の利を壬か

して植物の垂直的分布の研究を志し､信州の高山につい

て調査したが､参考とするような資親王少なかった0 37

け　の　こ　ろ

志　　村　　鳥　　嶺

年の春､雪融けを待って､飯綱､声隠などへ休日ごとに

採集に出矧げ､塞車体風こ浅間､八ヶ岳､白馬に登った

週計大学矢部音韻氏の自馬橋物日壕を､日本柄物学会の

桶掘噂話でみて､植物の鷺宮であることを知ったからで

ある｡

白馬山案内人のナンバーワン

この時の白馬登山は8月19日より前後5日間であった

この頃は登山者など全くなかった時代であったから案内

人などというものは全くなかった｡当時官有林見廻りを

していた丸山常吉老人の好意で､長男広太郎､同姓吉十

の2人を同伴することになった｡ 2人ともはじめての登

山で､山中のもようを常吉老人から聞き案内する始末で

あった｡それ故この2人は白馬案内人のナン,く-ワシと

いってよいと思う｡

山中三日は快晴であった｡溝渠単純林の喬木帯､谷を埋

める犬羨雲､お花楓の美観､山容の豪壮､眺望の雄大さ

に全く魅せられ､こゝに山岳宗の洗礼を受け､ -生山に
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ロンドン山岳会雑誌､アルハインドジャーナル23着190

6年5日号登載､白馬が初めて欧刷こ紹介された写真
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つかれた男となった｡

この詩二韓の高山横物の親睦を発見した｡

登降路の容易な女子供に登山することが出

来るから､だれにでも一度はこの景色を見

せたいものとの一念を.繕起し､この時から

登山思想鼓蘭こ全力*･つくした｡

53年前､ヨーロッパに紹介された

白馬の写真

高山植物に関しては.園芸界(内田老鶴圃

)園芸の友(園芸同志会)何れも前田螺山主

策､登山記は雑誌山岳.信媛毎日新聞.国民観

団といづれも特別寄書家として執筆｡日本

トルブスの著者ウォルター･ウエストシ氏は
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園芸雑誌の口絵にのせた白馬の写真をみて､分蟹を小島

､商頼嗣氏に依頼したので白木山再認の著者高頭氏があ

ざわざ来訪されたので､数瞳の写真を三氏に贈った｡

ウエストン氏に贈った白馬雪渓の写真は同氏の手によ

って英国アルプスクラブのアルパインジャーナル第二

十三巻1906年5　月号にのせられ､白馬がはじめてヨー

ロッパに紹介された｡小島氏が近代登山の黎明は槍ヶ

岳というなら､私は近代登山の黎明は白馬からといい

たいo

白馬から下山して来たら志村を打ち殺せ

白馬第-回の登山をした明治37年の夏は､ 29日の間降

雨のない快晴であった0 38年の憂慮垂日の悪天候であっ

た｡ 8月5日前田氏の一行を指導して籍2回の白馬登山
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を試みたとこ

ろ､暴IET雨で

山中で三日間

苦しめられ白

馬尻より下山

した｡その後

連日の降雨が

続いた0　8月

下旬第3回の

登山を企て､

細野部落で人

夫をたずねた

ところこの年

の荒天は志村

が昔からの倭

説を無視して

罵銭を犯した

白馬大電漢､山岳会雑誌『山岳』第1年第1号第1頁

挿入､明治38年8月筆者撮影

鎚lケ岳温泉下方にて白馬案内人のナンバーワン､向っ

て左より丸山吉十.丸山広太郎.喪中使丁､清水市太郎

からで今年は大凶作だと信じ､誰一人として応ずる着か

なかった｡やむな得ず役場､駐在所など-依頼したが､

皆言を左右して応せずそのうち夏季休暇も終り､ 9月に

なる｡やむなく神城村より人夫を六名雇い､二百十日の

大荒れ日というのに登山を決行した｡ふしぎに連日の悪

天候もこの頃から日本晴れの好天気であった｡しかし村

民の意忘を無祝して登山したことを怒り､志村の下山を

待ってプチ殺せと言う計画もあったが､登山した日から

連日の雨天が一変して日本晴れの快晴に口実を失いまっ

たく事なきをえた｡今からみればうそのような話｡

悪把険絶針ノ木時

39年8月白馬第4回の登山は話頭､太平両氏と越後から

登って四ッ谷にくだった｡ 8月7日大町村山熊に技宿､

すぐ針ノ木峠越えの案内人を依頼した｡しかし当時は登

山案内人などあるはずもなく､方々たずねたがなく､そ

のため8日未明出発がおくれたo C百瀬摸太郎氏は当時

小学按生) ､ようやく7年前に針ノ木を越えたという者

があったので､他の二人の人夫と三人を雇い出発したo

大町から立山温泉まで15里､ 2日の予定で出発したo

ところが案内人は殆んど道を知らず､第一日は針′木

を少しのぼ一た丸吉の′｣､屋泊りで奉った｡小屋とい-千

もたゞ大きな石があっただけで奉-た｡翌日の針ノ木の

雪渓はけわしく白馬などのくらべものにならず相当の時

間を要した｡針ノ木の頂上は第二日目の正午であった｡

越中側は当持運らしい道は全然なか-たo川田の小屋な

どと名はあっても小屋跡もなく人跡は全然なか-た｡夕

ぐれに黒部川の岸につき､私が先ず籠渡しで渡り､次の

太平氏は通い綱を切ってしまった｡一日黒部を歩いて渡

り､平の小屋についたのは第二日夜11時過ぎで奉った〇

第三日目は佳良佳良越えを､下りは林道が奉り,立山温

泉まで4時間だという人夫の言葉を信じ､私ひとりで先



④　　1958.ら.20　　　　　山　　と　博　物　館　　　　　第3露郵便物認可

などへ登山､信濃毎日新聞に偶回登山紀を登載､潮害｢

やま｣発刊o

I.明治41年､以後毎年の白馬登山は記さない｡木曾御嶽

駒ヶ岳登山､三枝威之助氏白馬より重電まで縦走､山岳

会第-回大会､日本アルプス幻灯説明o

1.明治42年､高山栢物採集法及び山岳美観発刊､早池峯

鳥海山登山､辻村伊耽氏槍ヶ岳烏帽子岳縦走､石崎光揺

氏一行初めて叙ケ岳登山｡

1.明治43年､鵜殿正雄氏穂高縦走｡

辻村伊朗氏高瀬入りより槍-登巾O

1.明治44年､榎谷徹蔵氏麗島槍から､針ノ木､烏訓昌子縦

走｡大谷光瑞伯爵白馬より槍ヶ岳までの縦走大失敗｡高

野膀蔵白馬裏山を黒部川まで下るo

1.明治45年8月南野氏と同行御嶽を越えて飛螺に入り､

白山の裏山白川より自山越えを計画し､明治天皇崩御の

ため途中々止o

臨書　大正2年7月30日参謀本部5万分の1日本アル

プス地方の仮製版出版されて､日本アルプス地方探検時

代は終る｡

まさに当地にふさわしい一句｡なぜといって､ここ堤の

上は一面の草地｡現に枯輩が刈り捨てられ､去年の面影

をとどめるo秋ともなれば､ここに赤とんぼがしきりと

とまっている｡それを今年はたんまり眺め楽しむ機会に

めぐまれる撲oなぜなら､今日きめてきた宿所からも堤

の一角がのぞけていた｡そこからちょっと足をのぼせは

この句僻へは容易に通うことができるo

さて､確の後ろ正面に当ってくいせけ遵建之とおり他

になにも議されていない｡くいせけ(杭瀬下)は村の名

｡その手づらが土地柄を端的に特徴づける｡杭を打ちこ

んだ瀬々のしもての村o　そこの河原の草にとまりわずら

う蝿輪､一一可憐な風物ではある｡それを砥句に定着さ

発､佳良佳良越えと思われる峠を越えて下ったところ､

林道はおろか人跡も全くなく､ついに倒死を覚雷する位

であったo今の人たちにはほとんど想像も出来ぬ話だ｡

チェンバーレン氏の日本案内記の針ノ木峠は悪経験絶天

下無比は真実であった｡

日本アルプス銀座の初維走

この年の8月19日中房温泉より有明山往復､燕岳､大天

井､-ノ候､赤沢､槍ヶ岳､上高地､島々､これらはの

ちになって日本アルプス銀盤と呼ばれた本街道の縦走で

あった｡この年､小島烏水氏は7月常念から燕岳に縦

走したが横道からでもった｡

この時の人夫頭は喜作新道の開設者小林喜作であったo

年令30才前後の働き盛り､荷を持って自分についてある

げろと思ったのはこの男だけであったo大正5年燕から

高瀬に下る約束をしておいたのに同年蕃演台したので実

行できなかった｡

明治40年から明治末年まで

1.明治40年､ 7月18日より1週間白馬､ GL,､て､日本ア

ルプス縦走(烏帽子より鷺羽まで) ､東北地方､岩本山

芭蕉　句　碑　埴科郡埴生町杭滴下

転任先の屋代町-住宅を探しに来､一応の自やすがつ

く｡そこで句秋晴の探訪に目的をきりかえる｡時に､午

後三時o

屋代の隣町埴生の街道並を真西に向う｡千曲川を渡っ

て八幡へでたいのだoどこを妓捨街道というのかは知ら

ないけれど､そこに句確の多いことをかねがね聞いてい

る｡

街道がきれ､千田橋の鉄骨が見えてくる｡娯捨駅の所

在が山の中腹に読みとれる｡その南に当って､雪のはだ

ちな冠着の山続きがかすんでいる｡

橋に近づく｡と共に､川土手に大小の石髄が日に映る

念のために立ち寄る｡と､砂､坊の材料など放置された物

陰に､ ･･････まざれもなくこれは芭蕉句確｡

高さ､約1メーター｡不規則な六角柱をなし､頂はぶ

ったぎった形｡肌の黒ずんだ自然石｡台座は芝地の中に

あずかな高さに盛り上っている｡とにかく異風な一基｡

川上に向かって南面の刻字は芭蕉塚｡その筆致は中々

に遊動(しゆうけい) ｡右側の二面に､

輯輪(とんぼう)やとりつきかねし草の上　はぜを

ぜた土地の俳連中

の心根が懐しくし

のばれる｡察する

ところ､建砲は天

明までさかのぼら

ないまでも文化更

改期前かと思われ

るo l軸よそんなに

古色の濃いものが

あり､現代はなれ

した砥形でありも

する｡たまたまめ

ぐりああせたこと

が余計に撲を幸福

にさせている｡
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ヒ　キ　ガエ　ル　と　そ　の産卵

大町山岳博物館学芸委員　　長　　　沢　　　　　註

昔から｢ガマの油売り｣で知られているとキ

ガェルは広く白衣全土にすんでいますが.一口

にガマといあれるもので日太にすむものに､ヒ

ギガェル､ニホンビギカエル､エゾヒギガェル

の3瞳があります｡ヒギガェルー言.最もその数が

多く　主として本州の中部から北部にかけて分

布し､中部で:山l地に多いが､北部にいくに･つ

れて平地でもみられます｡

カエルは晩秋藷薬の頃になると一年の豊海に

終止符をうって､土中や水底の泥の中の冬場土

浦に入ります｡ヒギガェルも秋が深まって来る

と､産卵場となる穂地や窪地近くに集ってきて

こゝの土穴中に611足します｡そして翌春､桜の

花の咲く頃になると冬11駒ゝb･荒めます｡花曇り

の按か..,､日中など冬眠穴の近く:.{]'通ると､土大中l言う可

愛らしい声で､キュルキュル､キュルキュルt･_愛の平び

声を上げているのを聞くことができます｡

大町鵬道では､居谷里地方が腫卵の多い場所で､この

頃ここの緑地や純量沢の道路わざの水たまりの名所に､

その卵紐をみかけます｡山麓で4月申下旬に産卵するこ

のカエルも､南山にいくにつれてこの擾卵涼.避くなり､

八方尾懐や栂池で溝J.6月下旬より7月上旬となr)ます｡

璃棲煩の産卵は､夜間それも雨の晩が主で､ヒギガェ

ルも冬眠か5･遣めたものは､夕やみのせまる頃になると

土穴を捨て産卵場でぬる水溜りに鳴きながら集ってきま

す｡普通数ケの卵塊をみる産卵場は､寵卵最盛再の

夜間は40-50匹も集るもので､沢山融けるijiR　灘を

ではそれこそ幾百匹も集って､昔からこ

の情景はガマ合戦とかカエル合戦と

かいって有名です｡グロテスクで大

きな体をしたこのカエルが､体にも

似ぬかあいらし､′､声をたて､愛を求

羅 仄2��耳耳�5��綴 11､一愛機l1- i_∴ir享 俟��}�� �� �� 凉V亦�
蕊1-11秒 1.9.義_- こi蔓 凵_∴ ��鶉ii幸 �� �� ��

kI ∴ Bi :ヽ 翠 * �� �� �� �� �� 

(.X, 潜-, .t 冖"ﾂ�5�4��亢�5h�ｲﾕ�ｨ示��a--.: ������饗 ����ぺ�����Δ�亘 i ��∴ �� 
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めて､の÷りの'1-tlと何十'･'!もが産卵場をさまようあり

さまは､想壊しただけでもこっけ､,､です｡高山ではこう

した肇が日中でもみられ､通行('登山者を時たま驚かせ

ます｡さてこうして集って来た求婚者は､柏手を求めて

愛の鞄接行為を行うのですが､世の理想である一夫一婦

の詰揖生活はカエルの世界で･は碧めないのです｡ビギサ

ー1-ルにおいてほ､オスがメスよりも数倍から10倍も多い

のです｡ ÷こてここでもご他聞にもれず､愛の争奪戦が

行われます｡一匹のメスに数匹のオスが抱接することも

珍らしくなく､この争け夜の9時頃から12時頃までが最

も激しいものです｡事に相手を得てしっかり　と抱接し

たものは､いよい珪朗U.行為に移りますo産卵中にも他

のオスがじゃまにきますが､一連卵中の一対は､逸勢を低

しオスは後肢でじゃ宕まを払いのけます｡そしてま

た轄卵を続けます｡メスからはあの長い30mにも

達する卵がどおして生れるのでしようか?､体

内出る時の卵紐は細いものです｡その細い練

のからゼラチン資が､やがて数時間もすると

水を吸収して太く長くなるのです｡卵紐はメ

スの肛門より固辞!こ2条から4条が生み出さ

れるわけですが､この時にオスは精液をかけま

す｡ (体外受精という)産卵は休み休み行あれ､

ほとんどが午前3時頃まで･にはすみます｡やがて東の空

が白むし弁こぼ､柏手を得られなかったオスもどこともな

く椿事の下などに､体を後ずさりさせて自からの体を入

れる穴を細り､ T･_-こに･身をかくします｡ ÷して夜がごJltす

れば､あのすざましい愛の争奪韻も夢のように､あた71

は静ま｡返って草々は深々と執;或こぬれ､何もなかった

かのごとく瑚蘭まカラマツの芽をゆすっています｡まこ

とに動物の世界は紳のみが知るふしぎな世界です｡
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球　宴ヰめ　馬鹿

長稲守の和筒
大町南高等学校敬譲　青　木　冶

今の池田町会染(あ､,､とめ)区花見(けみ)部落.ま旧

池田町の東南の東山々麓の霞鏡面にできた豊かな部落で

す｡この部落も含めた高瀬川の沖積平地は昔から水田地

帯として開け､水優も良く､土地も肥沃で村人も円満で

非常に幸福そうな村翻*つくっていました｡村の中心に

は現在は公民鶏があり､ますが､昔は郷倉､頭書堂､文殊

院というお堂などがありました｡中心地から東方-3､

4古米行った山ぎわの小高いところには､名家々の馨地

が散在しています｡この附道に今から約三百年前の1659

年C方治2)までは艮福寺という朱印5石を幕府からい

たゞくお寺がありましたo

お寺:こは実に権力'.=屈することの嫌いなこうげっ租借

が住んでいました｡近くの山や森かげには､多くのき

じや山鳥がすんでいました｡ある秋のことでした｡松本

の殿様の犬鳥追いがこの近く一群でくilひろけられまし

た｡殻簾の指揮のもとで大勢の家来たちが-せいに鳥追

いをしました｡その蒔一羽の山鳥が長福吉の太堂の縁の

下に逃げこんできました｡和筒は大音､声をはりあげて

｢ここは殺生禁蹴､徳用幕鳳白露の朱印地でぬる｡一歩

も入ることはならぬぞ｣と申し勢子(せこ)を入れず､

少,､に山鳥を逃がしてしまいました｡和筒は幕膚にこの

旨訴え出ましたところ､長橋寺の勝三洋となりました｡そ

こで殿様.I.-･伺んとか和筒*,亜らせようと考え､家来に命

じ朱印弛外のお寺の周囲こ何やら､,､*･つくって和筒が一

歩も外へ出られぬェうこしてしま･･､ましたので､和筒は

重吉もでき:,'よくなilました｡この事村の産室､遠恐竜左

はびくとか'こ村へと信かIl.痩.食物や薪､水を運んでこれ

を跡ナましたが､ ｢:のことがもれたため庄室'.,i殿様のた

めに一家一族:ま頼分おかめ(頗弛をといあげられること

)の轟に処せられ､村二住むことができなくなりました

二人'子安逃げました｡

和筒'.,I.+.寺の宝である旗国安の名刀で寺の釣鐘ニッを切り

落し､頭の居声に掛ずこんで逃げました｡庄窒一家もち

りち申こなIlましたが､弟は祖先の`毒舌を背負って古厩

(輯萬町有明区)に落-,'ました｡後に遠藤家は許されて

村にもどったが､庄割勘ま取上げられたとのことですo

(写真は花見部落の全景･･･-･･･手前の集落)

i.°,.因.寡.:請;:-.報,検,報は.報.,葺｡:-.田..級,I.it.〟::国書接.圏.-:-.因 剽求Z､-:千言 凵��愛.∴〟∴ 
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①特別展蓮:日にぎわう
4月29日より1週間本籍で行あれた上県邁跡と信濃考古

痩:ま好天に恵まれ､同音に行あれたサクラ祭りと含あせ

終始韓況樫に終了することができた｡特:こ珍費な数々の

展示品とf,'Jめての開催と奉って関心も高く､ちよう,i.逮

足シーズンでもあり､庫日郡内の′ト中学生団体で賑あっ

た｡入場者注3.500名を数えた｡

②協議会委　員　き　ま　る

本年霞の博物樹霜i競会室員が下記の通り､きまった｡動

画の協議会は5月17日午後2時より､本,''Hで行あれた｡

荒井欝､石原守明､伊東伊三郎､伊漆半二､片瀬恒書､

窪寺吉昇､小林博､坂)羊行信､満水千乗､下川高次郎､

高橋詮吾､高橋恭男､田巻元美､長沢欽平､原文准､宮

坂揺太郎､村井高大､横川安雄､横沢庄司

③学芸委員　も　き　ま　る

博物館の::-''美都の各部門を嘱託でお願",､する学芸委員が

きまりました｡博物鶏の資料螺薬､調葺研究､軽宗､普

及活動などを糧当して､篭員とともに博物篤の諸活動を

推進して下さる方です｡

山岳-武田武､竹内剛久､柳沢幸治､武笥陛男､地学一

矢口惣一､窪田定雄､太田量秀､謀義直､植物-寺島虎

男､中村武久､丸山晃､手塚映男､動物-福島融､ :-li沢

武､倉田稔､長沢修介､民信一青木治､考古-原田顕､

歴史一院具義､王清一降旗良平､坂田悦男､太田忠雄､

吉川宗男

④道　路や水道　の　工事

博物鴨の登り口になる道路の道巾が狭く､石がゴロゴロ

しで,､て､来訪者に不便をきたしていだが､本年慶子箕

で道巾4 m50.こ拡張､ 8月未まで.こ:言工事完了の予定｡
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私どもの研究所は小博物館も兼ねているけれども､博

物解法による博物館ではなく､研究が主体である｡設立

者である山階芳腰氏(当時候爵)は昭和7年個人の研究

所を設立し鳥類の研究に没頭するとともに研究用の標本

図書､器具などをあつめて篤志の研究者に閲覧利用を許

して来た｡こうして鳥類を主とすふ漂本は3万点に近く

図蕾も3000冊に達しだので､昭

和17年に組織を改め財団法人と

し､恒久性ある独立の研究所と

したo　しかし不幸な戦争が到来

し､空襲による戦災こそ辛うじ

の研究報告を創刊し､現在第11号まで出て頁数も400頁

を超えbT,こ到った｡また所内に日本鳥類保護連盤､日本

野鳥の会.日本鳥学芸.動物分類学会などの学会や団体の

事務所を引受け.これら-の奉仕も多く大きい｡現在研

究部のほうは山階所長を疎頗iこ北大教授牧野佐二郎､高

島春雄､黒田長久､平岸久男､争乱il電男諸氏を擬して

やましろ

山　階　鳥　類

てまぬがれたが､戦後はかって経験しなかった経済的な

困難を招来し.その打開に常に苦労している実状である｡

研究所の規模としては東京都渋谷区南平台町49番組こ

360余坪の宅地を有し､そこに鉄筋コングり-ト2階建

(建坪63坪)の研究所と附属の家匿3棟がある｡また屋

上に蘭書がぬる｡研究向容は1)綱包造伝単､宅理学

的方面2)日本その他東亜諸地域の鳥類の分類地理学的

研究､鳥類以外の動物の分類学的研究3)日本堆野鳥の

生態､保護及び利用に堕す訪丹究に大別される｡今はま

だ自力で運営できないのでこれらの研究調査には民間研

究機q都南助金､科学研究費などの交附を受け､国家の恩

寵にすがり推進させている｡経済的にこそ振わぬけれど

も戦後研究所は多方面から満願に利用され大いに名声を

博している｡昭和27年.創立10周年を記念し.年2回出版

である｡なお園rjlも､夜間通行ができるように､恥丁(

サーチライト) 6つが取付けられた｡

水道も飲料水だけであったが､新たに裏山より水源を求

め､消火栓の使用ができる簡易水道工事が､ 7月初旬ま

でには完成される｡

⑨市蓮!青と提携､新しい活動へ

山岳博物綿でま市I-4各地の公民鮮分鷺を教卓として､映

画､幻灯などを利用した普及活動を行うことを計画して

いたが､こんど大町市連合青年団と提携してこの計画を

研　究　所

いるoアヒルとパl)ケン(ダイ

ワンアヒル)寵蹄雑種利用の研

究､プロラグチンを利用す家鶏

就巣性除去の研究日本産野鳥の

比較核学的研究､ムクドリの蕃

殖副生にIlI_iす3,1研究などは戦後研究所が手かけたいささ

か誇訪こ起こ'研究であ,:'｡　　　(高島春雄)

･I_,i う｡ �� � ���� ����ﾂ� 剪｢ﾂ� ��
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具体化することになった｡さし当って各地で｢映画と話

合いの套｣を持つとri:･iL､各単位青年団又は/..1分確ごと

に幻町スライドの自作を行うよう呼びかける｡

南西50に余る分縛が日東の活動の-崩をそれぞれ1巻ず

つのスライドにまとめたとしても､ 50巻の個性ある社会

教育の実較記録が出来るわけであり､今から期待されて

いる｡青く重苦としてぼ名単位臆の自主的活動を盛り上げ

ることを目標としており､本尊との新しい提携もこの点

に主眼をおいで行なわれる｡
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保護したい昆虫　⑤
クモマツマキチョウ

Anthocaris cardamines isshikii Matsumura ･

本瞳は本州中部の高山からきれめて低い山地にま

で商するものであ,もが､最初に北アルプス山中の榛

小屋乗越より採集されたので｢高山蝶｣の名がある

日本では中部地方の山地に唄って発生するもの

だから昆虫愛好家や採集家の最も珍電する｢薗｣

である｡

年一回の発圭で､アルプス山中では5月下旬頃､

山麓では5月上旬頃､本部青木脚こ源を発す,-J姫川

､釦､の山地では四月下旬噴出現し､ツマキチョウの

発生する瑞軒では同謡と混飛していうのか見られ,5

クモマツマキチョウは日本に産するシロチョウの

仲間で.:ま最も美しく､その飛んでいる姿は例えよう

かない｡　雄の前期外半はきれ

めて鮮かな美しいオレンチ色を

しており､このオレンチ色がな

⑤海　と　山　を　結　ぶ

海と山の自縛こ親しみ､自然研究者の研修と相互の交歓

とを目的に､本年新たに｢海と山を詫ぶ会｣が実現され

ることになった｡主催は信磋生物会､千葉県生物学会と

木棺で8月6日から2油3日で､繭県の主物愛好家たち

lこよって､北ア山麓､白馬岳の自然観察が行あれる｡な

お信濃生物芸は本年睦総会を本籍を中心に犬･1T市で開催

紺､･､て｢源と山を結ふ套｣に臨む計画となっている｡

⑦山　の自然科学教室

夏季休暇を利用して東京都内の中学生を特色ある大自然

に親しませようと､今年も昨年に寵いて｢山の自然科学

教室:｣が開催されることになった｡主催は大.llT市教育委

貴会､実施畿i瑚こは博物館と教育大学野外研究同好会が

あたり､ 7月26日～31日までの6日間､木崎湖､居谷里

(-,､や｡)湿掘､八万山を中心に行われる｡参加者は中

学圭160呂が予定され､夏季大学､黒菱ヒュッテが宿泊

所となる｡

⑨夏季学校も初めて
事部の樗塚山学園の小学部生徒160名､付添教師14名は

7月17日～21日まで5日間木崎に泊り､仁啓三湖､醇鳥

山攫､稜温泉方面を中心に夏季学鞍を開催､自然の硯磐

などを行う｡

お願い　本紙の購読御希望の方は-カ年輯読料17

0円(郵送料とも)を現金書箪または郵便替為､

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館宛､ご

送金下さい｡　　　　　　　大町山岳博物館

かなか美しいのであ=B｡ところが一方雌にはこのよ

うな摸ようがない｡だから誰にでも､諏弗外半のオ

レンチ摸ようで雌雄の区別をすることができる○

食卓はアブラナ科のクネッケバナ嬢や-ダザオ類

が知られている｡

このように美しく､珍しいので多くの採集マニア

や漂本屋が採集し去るので､姫川沿いの蒲原温泉附

通ではミ天然記念物ミにして､ ･三の保護策が擬じら

れているほどであるo

C倉田　稔)

⑨準備進む　黒部調査

残雪丈余の北アはまだ早春､しかし､関西電力の黒部第

四発電所建設工事は､大町トンネルの開通によっていよ

いよ活気づいてきた｡岩山ばかりで森林の発達が悪いこ

の地域一帯の騒々しい大型機減や-ツパの連続に､安住

の地を追われる動物たちは.いったい何'iLlへ行くのだろう

博物館では懸案のまま常に持ち越されてきた黒部自然園

開設のための盤礎調査を何としても遂行しなければなら

ない情勢に追込まれた｡六甲市観光審議会の呼びかけも

あり､現在数次にあたる下見調合を終了して､調査計画

の具体化を堕めている｡ダム工轟壁行にともなって必要

にせまられる問題から諸手されて行く予定であり､内容

的には大町トンネル入口､寵川流域一帯の自然科学特に

動物､植物､地形､地質に咽ずる間電動こ力点を置き調査

が進められる｡

⑯山の会で道親友まとめ
プ時世の会では本年麗調前古動の一環として｢戦後北ア

ルプス遭難の調査｣を行うことになり､調査員15名によ

って始められている｡調_Eijま戦後13年間にあたって北ア

ルプス全域の遭難を科学的に究明するわけで､新聞､雑

誌､図書､会報､警察嬰､聞込みな封こより-ケ年間行

あれる｡
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